第4回「リスク評価分科会」　議事録(案)  リ評分5－1
2016.1.25


日時：2015年12月2日(水)　9:30～12:00
[bookmark: _GoBack]場所：東京大学工学部8号館222会議室
出席者(敬称略)：
　(主査) 山口
　(幹事) 成宮　
　(委員) 岡本(part)、倉本、鈴木、曾根田、竹山、肥田、丸山、村田、山岸、山中
(オブザーバー) 藤本、藤井
(事務局) 荒井

１．主査挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主査より、冒頭の挨拶があった。

２．前回議事録確認
資料　リ評分4-1 (山口主査説明)
　　山口主査より前回議事録の確認が行われ、次の2個所について修正し最終版とすることになった。
　・2ページ5行目：「これを評価として取り入れ・・・」⇒「これをサクセスパスとして評価に取り入れ・・・」
　・2ページ17行目：「許容応力」⇒「許容状態」

３．評価結果の議論
3-1 使用済み燃料プールリスク評価
資料　リ評分4-2① (山中委員説明)
　使用済み燃料プールリスク評価のステップ1(システムの定義)とステップ2(危険要因)の改訂版について説明があり、次の議論等があった。
・「取り出し準備期間」の資料について：
　－ステップ1にある「研究開発・計画立案」は別のアイテムのため、分けて記述する。
　－危険要因の「遅延」は、これが発生すると何が困るのか分かり難いので、記述を追加する。例えば、コストの面、ロードマップへの遅れに対する非難等。また「遅延」に対する理由に、作業員の確保難がある。
　－「遅延」に関しては、取り出し装置の耐震をSsとすると耐震上のリスクは減るが、コストが上がり建設期間が延びる。耐震を低くするとリスクは増すが、建設期間を短縮できて早く使用済み燃料を取り出せ安全な状態に移行できる。このような評価にコストも重要と考えられる。
　－ステップ2では、防護対象ごとに、どのような脅威があるか整理することを考える。
・「取り出し期間」の資料について：
　－ステップ1が作業に分解できていないので、「キャスクに詰める」、「運搬して地上に下ろす」のように、使用済み燃料をキャスクに詰めてから地上に下ろすまでの作業にする。
　－脅威として、電源喪失を入れる。
　－取り出し装置を運転員が運転する際、運転員の死角にある物体により停止する可能性がある。「作業中の状況把握失敗」、「情報入手の失敗」をステップ2に入れる。
　－ステップ2に、管理関係のミスについても記述した方が良い。
・「取り出し後(保管、最終処分)」の資料について：
　－ここでの記述は「保管」までとし、サイト内での保管で終了とする。

3-2 リスクの指標
資料　リ評分4-2② (山口主査、肥田委員説明)
　廃炉におけるリスク評価とリスク管理の資料について説明があり、次の議論があった。
・前項のシステムの定義、危険要因では、防護対象としてハードが入っているが、本項のリスクの指標の資料ではハードが入っていないため、議論があった。その結果、本項では、ハードについて1つの指標、放射性物質のリスク／作業リスクで一つの指標を考える方向となった。最終的にそれらの指標をどのように集約するかについては、今後検討しなければならない。なお、共通のデメンジョンとして「お金」が考えられる。


４．廃炉検討委員会関係の動き
資料　リ評分4-3①～④ (事務局説明)
　来年3月に廃炉検討委員会関係で2つの報告会が考えられており、当分科会としても対応が必要になるため、事務局より状況の説明があった。当分科会として次の対応方針とすることになり、事務局より廃炉検討委員会側に報告することになった。
・3月6日のシンポジウムプログラム案の講演4(通常の廃炉と福島第一の廃炉との相違)と講演5(福島第一のリスク)が、当分科会関係の講演となっているが、内容が、以前岡本先生が作成した資料と同内容のため、岡本先生に講演をお願いしたい。
　なお、廃炉検討委員会側で、当分科会が現在行っている活動状況も説明するようにとのことであれば、山口主査がその説明を行う。
・春の年会の特別企画セッションの対応については、当分科会が現在行っている活動状況を説明することになりそうなため、廃炉検討委員会側からの指示を待つ。


５．その他
・次回分科会 
　　次回分科会の開催日時を以下とした。次回は、今年度の検討のまとめを行う。
日時：2016年1月25日(月) 13:30～16:00
場所：日本原子力学会会議室
　　
以上
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